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水と緑の森づくり事業
第3期対策が4月1日からスタートしました／

島根県では、荒廃した森林をよみがえらせ、水を育む緑豊かな森林を次の世代に引

き継いでいくために、平成17年度から10年度「水と緑の森づくり税」を原資

として、県独自の森づくりを進めてきました。

事業の実施状況や県民アンケート調査、パブリックコメント、森林審議会などのご意

見を総合的に検討し、平成27年度からも引き続き5年間事業を延長することとしました。

第3期対策では、皆様のご意見を反映し、「再生の森事業」では竹林伐採の予算枠の拡大な

どを行い、「みーもの森づくり事業」の森を保全する取組では継続事業を最大5万円から20

万円へと拡充しました。

県ではこれからも荒廃した森林の再生を実施していきますので、ご協力をお願いします。

《事業内容》

再生の森事業

事業実績（不要木伐採）

期 整備面積（ha）

1期
（H17～H21）

3,562

2期
（H22～H26）

3,629

計 7,191

※2期にはH26年度の見込み数を含む
�各期3,500haの目標を超える実績がありました。

実 施 事 業

長年手入れが行われず荒廃した森林に対して、水源林など森林の持つ

さまざまな公益的機能を再生させるため、不要木の伐採（間伐）などを

支援する事業です。

③ 竹林伐採：民家、公共施設等の周辺に侵入する竹
の発生源となっている竹林の伐採、整理

② 抵抗性マツの植栽：松くい虫被害跡地への抵抗性
マツ植栽

① 不要木伐採：10年以上適切な管理が行われていな
いために荒廃している36年生以上のスギ、ヒノキの

人工林を30％以上伐採。必要に応じ、広葉樹植栽、

侵入竹の伐採･整理、管理開設など

事業実施者：�県と10年間の協定を締結した森林所有者、
締結した森林所有者から作業等を委託され
た林業事業体

森林所有者 林業事業体

島根県
各農林振興センター、各地域事務所

事業実施者事業実施者
作業委託

2
者
協
定

3者協定3者協定
交
付
金

林業事業体へ作業
を委託する場合は、
委託先を含めた三
者協定を締結する
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《事業内容》

引き続き、「みーもくん」「みーなちゃん」

ともども、「水と緑の森づくり事業」を�

よろしくお願いします。

県民自ら企画･立案した取り組みに対して交付金を交付します。事業

の採択は県民7名からなる「水と緑の森づくり会議」での意見を参考に

して県が決定します。

水と緑の森づくり会議や水と緑の森づくり事業の普及啓発活動（冊

子「みーも通信」の発行）、県民の森林教育･森林体験（みーもサマー

スクール）･森づくり活動等への森づくりサポーターの派遣などサポー

ト体制を整備します。

実　績

期 採択件数（件） 参加者数（人）

1期
（H17～H21）

160 61,491

2期
（H22～H26）

136 67,000

計 296 128,491

※2期にはH26年度の見込み数を含む
�延べ、12万人を超える県民のみなさんに、森づくり活動に参加
して頂きました。

【納める人】県内に住所･家屋敷等がある人
【納める額】年額500円

県民税均等割額に加算して、次の額を納めていただきます。
均等割額1,500円＋水と緑の森づくり税500円＝納付額2,000円

【実施期間】平成17年度から平成31年度までの各年度分の均等割

みーもの
森づくり事業

森づくり
推進事業

①森を保全する取組
森林内の植林や込み入った森

林の間伐などの森づくり活動

や森林教室の実施

②森を利用する取組
県産木材や木質バイオマスの

活用など森を利用する活動

③森で学ぶ取組（みーもスクール）
小中学校と連携して授業の中

で継続的に森林環境学習を実

施する活動

制 度 の 仕 組 み

【納める人】県内に事務所等がある法人です。

【納める額】均等割額の5％相当額（1,000円から40,000円）を納めていただきます。

個人の場合

法人の場合

水と緑の森づくりイメージキャラクター

「みーもくん」 「みーなちゃん」
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邑智郡森林組合が
農林水産大臣賞を受賞

林業課 　林業普及スタッフ

邑智郡森林組合が公益社団法人大日本山林会主催の第53
回全国林業経営推奨行事において、栄えある農林水産大臣賞
を受賞されました。県内森林組合が同賞を受賞するのは初め

てです。

○全国林業経営推奨行事
昭和37年から農林水産祭参加行事として始まった歴史あるもので、森林の適正な管理や林業
の技術・経営の改善に努め、森林の有する多面的機能の発揮及び林業の持続的かつ健全な発展に
寄与している個人・団体に対して、農林水産大臣賞、林野庁長官賞、大日本山林会長賞が授与さ
れます。

○選考方法
審査委員会が参加申込書や都道府県推薦書類
及び、現地調査を行い、①経営目標・実行形態、
②管理・経営の計画・実行、③新たな視点に立っ
た森林施業の取り組み、④地域に対する貢献等に
関して評価し、順位を決定します。
今回は全国から33名（個人・団体）が推薦さ
れ、8名が農林水産大臣賞を受賞されました。

○邑智郡森林組合の評価事項
● ��循環型林業の確立を目指した、森林整備、原木生産、森林施業プランナー育成等の具体的目標
を明確に示し、職員・現場作業員が一丸となって事業を展開
● �森林整備事業をはじめ、木材・チップ・しいたけ菌床・バーク堆肥生産など多角的にバランス
良く事業を展開し、雇用者数や取扱高などが県内でトップクラス
● ��森林施業プランナーを中心として提案型集約化施業に積極的に取り組み、県内のモデル的な活
動を展開
● �利用間伐事業を主体に、現場と事務所が一体となっての工程管理等を実行し、現場の「見える
化」に取り組むとともに、高性能林業機械や人員の配置を創意工夫し、独自の作業システムを
構築（自称「分業型作業システム」）

○大石良典代表理事組合長の抱負
今回の受賞を契機にさらに森林組合経営に尽力し、組合員との信頼関係をより強め、各種目標
の達成や循環型林業の確立を目指し、職員・現場作業員が一丸となって取り組みたい。

受賞された大石代表理事組合長

大日本山林会総帥  秋篠宮殿下のお言葉

1．林業労働者の募集 2．新規就労者及び雇用主に対する研修
3．林業就業促進資金の貸付 4．林業雇用に関する情報の提供・相談その他の援助
5．雇用改善のための啓発活動

松江市黒田町 432 番地 1(島根県土地改良会館 3F)
TEL(0852)32-0253  FAX(0852)21-4375  E-mail shimane-roukakuc@forestry-shimane.or.jp

公益
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平成27年度の林業施策の概要
林業課・森林整備課

島根県では持続的な森林経営の実現と森林の多面的機能の発揮を促すため、木を「伐って、使っ
て、植えて、育てる」循環型林業の確立を目指しています。今年度の主な施策を紹介します。

H27予算（H26補正含む）

伐
っ
て

●原木の増産対策
①循環型林業に向けた原木生産促進事業（継続新規）
・主伐促進のため森林所有者の主伐に要する経費の一部を助成

114百万円

②森林の循環整備推進事業（原木搬出作業道開設）
・主伐に必要な作業道の開設経費を助成

20百万円

●木質バイオマス出荷対策
①木質バイオマス県内全域集荷体制支援事業（新規）
・木質バイオマスの集荷、乾燥に必要なストックヤード等の整備を支援

118百万円

使
っ
て

●木材産業の体制強化
①新農林水産振興がんばる地域応援総合事業
・製材技術者育成確保、木材加工流通施設の整備・改良、販路開拓を支援

②木材製品県外出荷しまね事業体連合（県内製造工場25社）
・県産材販路拡大のため、県外での展示や商談会の出展を支援

9百万円

●木材の需要拡大
①「しまねの木」建築利用促進事業
・�県産木材を構造材に50％以上使用した木造住宅、商店等の民間施設の新築購入、
増改築及び修繕・模様替えを支援

②木造公共建築物の整備支援

120百万円

植
え
て

育
て
る

●森林整備の推進
①造林事業（造林・保育） 617百万円
②苗木安定供給推進事業
・苗木生産施設等の整備を支援や研修会等の開催を支援

8百万円

③森林の循環整備推進事業（新植支援）
・国補・造林事業（新植）の補助残に県が上乗せ助成

53百万円

総
合
対
策

●森林整備加速化・林業再生対策等
未利用間伐材の利用促進、作業道整備、境界明確化、高性能林業機械の導入、木材加工流通施
設等整備等を支援
①森林整備加速化・林業再生事業 1,950百万円
②森林・林業再生基盤づくり交付金 490百万円
●森林整備地域活動支援交付金事業 90百万円
森林経営計画の作成、境界明確化等を支援
●水と緑の森づくり事業 205百万円
荒廃森林の再生、県民参加の森づくりを支援

担
い
手
対
策

●担い手対策
①林業担い手育成確保対策事業
・新規就業者の技術研修を支援、緑の青年就業準備給付金の給付

23百万円

②林業就業促進資金
・林業就業のための研修資金や準備資金の無利子貸付

30百万円

③島根県みどりの担い手育成基金　※県予算外
・人材育成や労働安全、雇用改善のための事業助成

71百万円

④林業労働力確保支援センター（島根県林業公社）
・就業希望者及び新規就業者の相談・研修等に対応

NO.37 /2015.4 5



平成25年発生 島根県西部地区豪雨災害
からの復旧 ～再生するみどり 治山事業による対応～

森林整備課　治山グループ

１．豪雨災害の概要と治山事業による復旧
平成25年7月末に津和野町において、また8月末には江
津市、浜田市、邑南町など広い範囲で豪雨災害が発生しまし
た。総雨量が500ミリを越える箇所が随所でみられ、30年
前に同じく西部地区を襲った昭和58年7月豪雨と並ぶ規模
であったと言われています。土砂災害も各地で発生し、家
屋や道路、線路に甚大な被害をもたらしました。
被災箇所においては様々な災害復旧対策がとられました
が、治山関係事業では西部地区を中心に県営事業（災害関
連緊急治山事業）37箇所、19億2038万円、市町村補助
事業（県単林地崩壊防止事業）107箇所、4億4270万円
の事業が採択されました。
昭和58年豪雨災害と比較すると、林地崩壊箇所、人命・
財産への被害、事業実施規模は小さなものとなりましたが、
これらの要因としては、当時の教訓をふまえた防災意識の
浸透、維持造成され成熟した森林の機能の充実、治山施設
などの整備によるものが大きいと考えられています。

２．関係者の対応と～再生するみどり～
平成25年災害復旧にあたっては、関係する森林土木職員
はもとより、多くの関係者が昼夜を問わず対応にあたりま
した。鳥取県からも延べ2名の技術者派遣の支援を受け、ま
さに総力をあげて災害復旧に奔走してきました。それぞれ
の被災地で整備された治山施設により失われた“みどり”が
着実に再生しようとしています。

県央：邑智郡邑南町日貫地内

浜田：江津市桜江町地内

益田：鹿足郡津和野町名賀地内

3

江津市：江津市松川町地内 津和野町：鹿足郡津和野町鷲原地内

県単林地
崩壊防止事業

（市町村への
職員派遣対応）

 災害関連緊急治山事業

NO.37 /2015.46



vol.
天狗山は、出雲国風土記に熊野山と記され、かつては熊

くま

成
なりの

峰
みね

、あるい
は天

てん

宮
ぐう

山
さん

とも呼ばれてきた山です。ふもとに鎮座する出雲一ノ宮・熊野
大社の元宮があったところと伝えらており、毎年5月には、熊野大社の
神職が登拝して元

もと

宮
みや

祭
さい

が行われています。
現在の熊野大社の南側には、明治期まであった熊野大社の上

かみ

の宮跡が
あり、その後背地の御笠山には、天狗山を望む遙拝所が残されており、
天狗山の山頂付近を仰ぎ見ることができます。

天狗山の登山道は、現在、松江市八雲町側のみです。熊野大社から県
道を南に500ｍほど進み、標示に従って進んで行き、舗装が切れた先に
ある駐車場からとなります。

駐車場から林道を約1.2kmほど歩いていくと、やがて登山口の標柱や
案内板の立つ広場に出ます。ここから本格的な登山道となり、中海に注ぐ意宇川の水源を過ぎ、更に登っていくと「不思
議な構築物」と記された石組み跡へ出ます。頂上に続く尾根の手前には、「元

げん

宮
ぐが

平
なり

」と呼ばれる元宮の斎場跡（祭場跡）
があります。この斎場跡の上方斜面にあるしめ縄のかけられた巨石が「磐

いわ

座
くら

」と呼ば
れる元宮です。「磐座」は、八雲山〔vol.27参照〕でも紹介したとおり、古代の信仰対
象で、今日のような社殿造りの神社が人里近くに建てられるようになる前の崇拝場所
だったと言われています。

斎場跡を過ぎるとまもなく尾根道に出て、一踏ん張りで山頂です。山頂は、近年樹
木が大きくなったため北方向の眺望しか得られませんが、意宇川の流れる古代出雲の
中心地・意宇平野とその先の中海、遠く島根半島が望まれます。【所要時間（登り）：
70分、登山適期：4月～11月】

天狗山は、熊野大社主祭神・スサノオノミコト伝承の霊山です。 〔内藤暢文〕

山菜の豊富な季節を迎えました。山菜は、貴重な食材で

あり、山村にとって重要な資源です。山菜資源の保護や育

成、自然や環境を保全するため、山菜採取のルールとマナ

ーを守りましょう。

【採っていい場所？ 入っていい場所？】

森林には所有者や管理者がいて、山菜も財産のひとつで

す。地元の方に尋ねたり、看板を確認するなど、山菜を採

ってもいい場所、立ち入ってもいい場所かどうかを確か

め、森林所有者等の許可を取りましょう。自然公園法や条

例などで山菜の採取が規制されている場合もあります。

【よく知らない植物は採取しない！】

山菜とよく似た毒草もあります。よく知らない植物や判

別できない植物は採取しないようにしましょう。山菜に関

する知識が豊富な人に同行してもらうのもよいでしょう。

【適量を丁寧に！】

旬のものを、食べきれるだけ採り、再生できないほどの

量を乱獲することはやめましょう。根ごと堀り取ったり、

乱暴な採り方で、幹やつるを痛めてしまうことのないよう

心がけましょう。

【山に入るルールを守る！】

山菜以外の草木を採取したり傷めたりせず、ゴミは持ち

帰り、タバコなど火の扱いには十分に注意しましょう。ま

た、一人で山に入らないようにし、装備を整え、滑落や転

倒に注意するなど、安全に配慮しましょう。

シリーズ⑥ ■山菜採りのルールとマナー
林業課  林業普及スタッフ

天
てん

狗
ぐ

山
やま

松江市・安来市／標高：610.4ｍ

熊野大社元宮の磐座

熊野大社上ノ宮跡遙拝所から望む天狗山

31
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木質系未利用資源の燃料化
中山間地域研究センター
　　農林技術部　資源環境科

■はじめに

■松枯れ、ナラ枯れ被害木のまき利用

■今後の展開

■廃菌床・竹のペレット化

島根県は豊富な森林資源にめぐまれていますが、林地残材な
ど未利用な資源も多く存在しています。県内の多くのきのこ産
地では、ここで発生する廃菌床や廃ほだ木の有効活用が求めら
れています。また竹林は、竹の利用が進まないため年々面積が
拡大し、造林被害だけでなく地域の問題にもなっています。さ
らに松枯れやナラ枯れなどの被害木も増加しています。そこで
これらの未利用資源を燃料として活用する方法について検討し
ました。

当センター指導のもと農林大学校学生が行った試験では、被
害木の発熱量は立枯れ後に年数を経るに従い低下しましたが、
伐採して集積したものは更に発熱量が低下しました。これは腐
朽が進んだためと考えられます（図3）。枯死木は伐採後早めに
利用することで薪等の燃料としての活用を図ることができます。

現在、竹燃料の課題であるタールや燃焼残渣の問題を解決す
るため、竹対応型燃焼炉の開発を検討しています。また廃菌床
ペレットの経済性を明らかにし、林地残材等も活用して価格の
安いペレットの普及を目指します。� （専門研究員　西　政敏）

廃菌床は粉砕後乾燥させたもの、竹はチッパーで粉砕し、植
繊機でパウダー化したものを県内の製造施設でペレットに加工し
ました。
それぞれの原料を単体で用いた場合の発熱量は廃菌床が
4400kcal/kg、竹が4350kcal/kg、竹＋廃菌床は4370kcal/kgと
なり、一般に流通している全木ペレットとほぼ同等でした（図1）。
廃菌床と竹を混合すると密度が向上するため容積当たりの発熱量
が向上し、火持ちの良い燃料となることが示唆されました（図2）。

みーも博士

全木ペレット

廃菌床＋竹

竹

廃菌床

0 1000 2000
発熱量

3000 4000
(kcal/kg）

【図1】 各種ペレットの発熱量

廃菌床＋竹

竹

廃菌床

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.70.6
(kg/l）

【図2】 各種ペレットの密度
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健全木 当年立枯 過年立枯 過年集積

【図3】 松枯被害木の状態と発熱量

発
熱
量

密
度

(kcal/kg） （g/㎤）■総発熱量　ー● 密度

写真１
廃菌床ペレット

〒690－0886　松江市母衣町55番地
電話（0852）24－1092
FAX（0852）61－4350

e-mail : suizoukyo.shimane@bird.ocn.ne.jp

島根県水源林造林協議会
緑をはぐくみ　水をつくる 地域とともに豊かな森林を創る。

岡山市北区磨屋町9番地18の101号　TEL（086）222－0675
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木材生産者

各社

島内製材所

木材販売所

合板工場

チップ工場

その他

共 同 体

生
産
情
報
の
集
約
・
計
画
ま
と
め

原
木
需
要
者
と
の
連
絡
調
整

海
運
事
業
者

生産情報集約

需要情報提供

調整 出荷

調整・出荷

調整

隠岐支庁農林局

「隠
し ま

岐の木出荷共同体」の取り組みについて
隠岐の森林資源は、森林面積29,795ha（島後21,101ha、島前
8,694ha）で人工林率40％と県平均の37％より高く、特に島後
は48％が人工林であり、なかでもスギ林は、85％が標準伐期以
上と、利用可能な時期を迎えています。
利用期を迎えている「隠岐（しま）の木」の生産拡大に向け
て、平成24年度から「隠岐の木生産拡大プロジェクト」として、
平成27年度20,000㎥の生産を目指して取り組んでいます。平成
26年度の目標は、17,500㎥、うち10,200㎥を合板等の島外への出荷を見込んでいます。
島外への出荷に際し、隠岐は離島であるが故に海上輸送コストの削減が必要不可欠です。しか
し、隠岐には、素材を扱う事業体が4事業体あり、各事業体は島内の製材所や松江、境港の合板
工場等へ各々が出荷している状況でした。（平成26年度に1事業体増え5事業体）
そのような状況の中、各事業体ごとの取り組みでなく、船の共同利用によるコスト削減や出荷先

との交渉の一元化などを図るため、平成26年3月25日に、「隠岐の木出荷共同体」が設立されました。
今後、「隠岐の木出荷共同体」が船便の確保手配、合
板工場等への出荷、精算等を行うこととしており、共同
体として11月より出荷を開始しました。
今後、地域が一体となった取り組みにより、「隠岐の
木」としてのブランド化、出荷拡大が期待されます。
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5月～7月のイベント情報

◆5月9日㈯〈定員20人〉

県民の森  新緑の指谷山ブナ林縦走 
8：30�県民の森木工室集合

◆5月17日㈰〈定員20人〉

大万木山  サンカヨウ観察と草峠縦走
8：30�道の駅頓原集合

◆5月24日㈰〈定員20人〉

森は海の恋人「森ごはん」「海ごはん」（料理教室）
10：00�県民の森木工室集合

◆5月30日㈯〈定員20人〉

眺望爽快  若葉の等検境縦走
8：30�雲南市吉田総合センター集合

◆7月26日㈰〈定員20人〉

100年生ヒノキで動物マグネットを作ろう！
10：00�県民の森木工室集合

〈申込先〉森のホテル�もりのす（旧県民の森研修館）
TEL�0854－76－3119（9時～17時）�
※事前申し込みが必要です。

〈問合わせ〉
ふるさと森林公園（森の誕生日実行委員会事務局）

TEL�0852-66-2500

県民の森ではトレッキング、木工教室等各種イベントを
開催しています。自然や森とのふれあいの楽しさ、木の
温もりを、ご自身で感じてください。

島根県県民の森
飯石郡飯南町小田

�［主　催］森の誕生日実行委員会

�島根県、（一財）宍道湖西岸森と自然財団NPO法人もりふれ倶楽部、
（公社）島根県緑化推進委員会

［参加費］無料

［開催日・場所］
平成27年4月29日（水）9：30～15：00
ふるさと森林公園（松江市宍道町佐々布）

［�内容］
＊緑の苗木配布
＊ステージ（島根県警音楽隊など）
＊箸作り体験
＊移動動物園
＊フリーマーケット
＊飲食ブース　などなど

［�駐車場］
JA島根県中央家畜市場からシャトルバスにて
会場までご案内します。

森の誕生日2015

（� ）

憧憬 ─ラフカディオ ハーンの足跡を旅して
古川　誠（写真）、小泉　凡（監修）、池田雅之（引用文原著）
B5変形判並製本　170P￥1,800＋税

“神々の在す国”の情景に憧れたハーンの深層に迫る写真集。 

お近くの書店でお買い求め下さい。

山陰の森林に関する活動をしているNPO法人や
ボランティア団体がネットワークを構築し、
森林保全の輪を広げる活動を展開しています。

も り

も り

サンケイの松くい虫防除薬剤
多目的使用（空中散布・地上散布）ができる

スミパイン®乳剤
頼れる松枯れ防止用散布剤

モリエート®SC
樹幹注入剤

グリンガード®エイト

伐倒木用くん蒸処理剤

キルパー®40
微量注入用　ナラ枯れ予防用樹幹注入剤

ウッドキング®DASH

お問合わせは最寄りの県森連・森林組合へ

大阪市淀川区西中島4丁目5番1号　TEL 06（6305）5871

松 原 正 記

現在、243団体・33個人の
ご参加をいただいております。

NO.37 /2015.410



2015「しまねの森林」フォトコンテスト 応募用紙
住　　所 〒

電話番号 （　　　　）

氏　　名 （　　　）才

職業・学校名

撮影場所

撮影年月 平成　　　　年　　　　月　　　　日

作品タイトル

市・町・村（大字）

（地内・山）

島根県の恵み豊かな自然、緑豊かな森林を撮ろう！！

2015『しまねの森
も

林
り

』

フォトコンテスト

講 習 会 の お 知 ら せ

○林業就業支援講習会
林業に就業を希望する45才未満の方を対象
に、森林・林業の基本的な知識や林業機械の扱い
について19日間の座学・作業実習を実施し、林
業への円滑な就業を支援します。
［日時・場所］
平成27年5月7日（木）～6月2日（火）
【座学講習】
木次町林業総合センターほか（雲南市木次町山方）
【現地実習】
大原森林組合の実習地（雲南市内）
［講習内容］
●�森林林業の基本的な知識、安全作業と救急措
置の知識の習得
●�刈り払い機・チェンソーの構造・点検・整備、
安全操作講習
●�小型車両系建設機械運転業務（3t未満）講習
●�そのほか施設見学、就業・生活相談
［問合わせ・申込み先］
（公社）島根県林業公社
（林業労働力確保支援センター）
TEL：0852-32-0253
URL：http://www.forestry-shimane.or.jp/

○平成27年度　狩猟免許試験事前講習会
狩猟免許を取得しようとする方に対し、狩猟者と
して必要な鳥獣保護及び狩猟に関する知識と技能
を習得する機会を提供します。
［開催月日・地区］
平成27年

6月 7日（日）鹿足・出雲 6月28日（日）大田・雲南
6月14日（日）江津・益田 7月 5日（日）邑智・飯石
6月17日（水）隠岐 7月12日（日）安来
6月21日（日）浜田・奥出雲 7月19日（日）松江

［問合わせ・申込み先］
（一社）島根県猟友会　TEL：0852-22-4129

○特別教育・安全衛生講習
●�伐木等の業務（チェンソー作業）特別教育
［開催月日・地区］6月10～11日　出雲市
●�刈払機取扱安全衛生講習
［開催月日・地区］6月16日　松江市
●�車両系林業機械運転者特別教育（学科）
［開催月日・地区］7月7日～8日　出雲市
［問合わせ・申込み先］
（一社）島根県木材協会
TEL：0852-21-3852
URL：http://shimane-mokuzai.jp/

■テーマ　「しまねの森
も

林
り

」
島根県の森林・山々、シンボル的な
樹木、森と人とのふれあい、林業、
山の幸…。森

も

林
り

の中での発見や、森
も

林
り

に入らなければ見えない風景な
どなど。あなたが見つけた「しまね
の森

も

林
り

」を写真に撮ってご応募くだ
さい。（スナップ写真大歓迎）
■応募方法
必要事項を記入した応募用紙を作
品の裏側にセロテープでとめてご
応募下さい。
■応募締切
平成27年7月31日㈮当日消印有効

■応募・お問い合わせ先
「しまねの森林」発行委員会事務局
〒690-8501
島根県松江市殿町１番地
島根県庁林業課林政企画グループ
TEL 0852-22-5163
■表彰
最優秀賞�1点（賞状・賞金3万円）
優秀賞� 2点（賞状・賞金1万円）
入　選� 3点（賞状・図書カード5千円）
佳　作� 5点（賞状・図書カード3千円）
※�同一応募者の方の重複しての受賞
はありません。

主催／「しまねの森林」発行委員会

2015しまねの森林フォトコンテスト 検索

☆ 詳しくは島根県農林水産部林業課ＨＰをご覧下さい。こちらの募集要項も印刷できます。

一　　般
財団法人
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しまねの
　森林
しまねの
　森林も り

森林・林業総合情報誌

平成27年4月
通巻277号NO.
平成27年4月平成27年4月
通巻277号通巻277号NO.37林林林林

発　行：「しまねの森林」発行委員会
　　　　島根県・島根県森林組合連合会・島根県林業改良普及協会・島根県森林協会
　　　　島根県緑化推進委員会・島根県林業公社・島根県木材協会・島根県猟友会
　　　　独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センター松江水源林整備事務所
協　力：島根県農林水産部　林業課林政企画グループ
発行日：平成27年4月1日
ホームページアドレス：林　業　課　http://www.pref.shimane.lg.jp/ringyo/
　　　　　　　　　　　森林整備課　http://www.pref.shimane.lg.jp/shinrinseibi/

広域 製材品のヤング係数等
測定講習会

●日時：平成27年１月28日㈬、2月9日㈪
●場所：（公財）西部山村振興財団

（株）出雲木材市場

松江 移動式破砕機実演会開催
～ 木質バイオマス発電用チップ

供給体制強化～
●日時：平成26年11月21日㈮
●場所：松江市八幡町

（松江木材流通加工センター）

雲南 床替機使用方法
研修会

●日時：平成27年2月25日㈬
●場所： 雲南市大東町塩田

出雲 浜田 間伐材等集材技術
研修会を開催

●日時：平成27年3月1日㈰
●場所：江津市桜江町　風の国

県央 邑智郡菌床しいたけ料理
レシピコンテスト開催

●日時：平成27年1月24日㈯
●場所：邑智郡邑南町淀原

益田「製材所の現状と
今後の方針に関する
調査」報告会

●日時：平成27年1月16日㈮
●場所：益田共同福祉会施設

隠岐 フェラーバンチャザウルス
ロボ実演会の開催

●日時：平成26年12月24日㈬
●場所：隠岐の島町内

農林大
代表で意見発表
～ 中国ブロック農業大学校

等意見発表会～
●日時：平成27年1月21日㈬
●場所：岡山県笠岡市「笠岡保健センター」

県庁林業課
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kentyou/

東部農林振興センター
URL：http://www.pref.shimane.lg.jp/toubu_norin/matu_nourin/matu_fore/blog_cms/

東部農林振興センター雲南事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kisuki/

東部農林振興センター出雲事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-izumo/

西部農林振興センター
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-hamada/

西部農林振興センター県央事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-kawamoto/

西部農林振興センター益田事務所
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-masuda_001/

隠岐支庁農林局
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-oki_001/

島根県立農林大学校林業科
URL：http://blog.goo.ne.jp/f-nodai/

ジビエ料理講習会
●日時：  平成27年1月12日㈪13：30～17：00
●場所：出雲市平田町

フランス料理店「ラルカンシェル」
（島根県出雲市上塩冶町）

林業普及
リポート

農林大
　　だより現現

現地フラッシュ

現現現現現現現現現現現現地地地地地地地地地フフフフフフフフフラララララララララララララッッッッッッッッッシシシシシシュュ

出雲木材市場


